
　いのちのことば社は、今年の10月14日で創立60周年を迎えました。新しい本

部ビルのある中野区は、設立者のケネス・マクビーティ師が宣教をスタートした地で

す。神さまは本部ビルを求めていた時に、創業の原点に立ち返り、再出発するよう

にと、43年間拠点としていた新宿区の信濃町から中野に導いてくださいました。

　10月から11月にかけて、60周年を記念し、「OPEN CHAPEL」として5つのイ

ベントを行いました。10/22 東後勝明講演会「ありのままを生きる」、11/2  LYRE

ファンコンサート、11/6 「点字とあなた」（講演：影山範文・賛美：大和田広美）、

11/20 「本田路津子フォーク＆ゴスペルコンサート」、11/23 「永遠のふるさと～唱

れか開がトンベイ。すで会映上別特成完ＤＶＤ）理祐  森（」～へ歌美賛らか謡童・歌

る1ケ月前には、宣教の原点に返ることの一つとして、トラクト配布を行いました。

トラクト（東後勝明「ありのままを生きる」）と「OPEN CHAPEL」の案内を、本部ス

タッフと協力してくださる方 と々共に、中野区の8000軒に配りました。トラクト配

布の準備から配布まで、心を一つにして祈り行えたことはとても感謝でした。イベン

トには近隣の方々もお越しになり、「福音の種まき」の大切さを改めて思いました。

　本部ビルのチャペルは2階にあります（毎週火曜日の朝、ワードチャペルをここで

行っています。60年間、大切に守っています）。今回のイベントを通して、さらに

チャペルが福音宣教のために用いられればと願っています。

　創立当時、自転車とリヤカーを改造して販売車を作り、「福音車」と名づけて路傍

伝道に出向き、伝道文書を販売しました。

60周年に当たり、小型トラックをベース

にし、21世紀における福音車「福音車

21ゴスペルボックス」として移動式書店

地「」道伝書文「。たしましたいトータスを

ンャチスリク「」い伝手おの道伝の会教域

生活の励まし」を願って、日本全国を巡回

します。　　

　いのちのことば社は、失われた魂を求

めて、涙とともに種をまき、みことばに

信頼し、主と教会とともに、福音を宣べ

伝えていきます。今後とも、お祈り、ご

支援をよろしくお願い致します。
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印　刷：新生宣教団（1,000部）

●アジアン・アクセス　J C G Iネットワーク

JCGIネットワークは、牧師研修・教会増殖ネットワークに関する

「オールJCGI全国研修会」を、11月29日から12月1日まで開催し

ます。本年の活動の感謝・卒業式と来年への備えのための全国規

模の集会です。この集会とJCGIネットワークの働きのためにお

祈りください。

●いのちのことば社

東京・中野でトラクト8千枚を配布しました。地域教会につなが

る人々が起こされますように。12月クリスマスの恒例となった

軽井沢町でのトラクト1万部を配布します。（12月４～5日/17日

～ 19日/22日～ 24日）軽井沢町の人々の救いのためにお祈り下さ

い。

●お茶の水クリスチャンセンター

定期集会（フライデーナイト・賛美と聖書の集い・Sing for 

joy!）の開催が守られ、主に用いられますように。

●クリスチャン文書伝道団（CLC）

CLCは来年創立60周年を迎えます。職員一同もう一度「文書伝道

の原点」を見つめ直して、新たな出発をしたいと願っています。

お祈りをよろしくお願いいたします。

●国際ナビゲーター

年度末を迎え、本部事務局の仕事が集中してきています。団体と

しての税務・会計を適切に、日々主イエスにとどまりながら業務

にあたっていけますようお祈りいただければ幸いです。

●新生宣教団

・アフリカの子どもたちが福音に触れて希望に満ちた歩みをする

ことができますように。

・アジア地域の兄弟姉妹が全ての災いから守られて自分の聖書で

礼拝を捧げることができますように。

・マンガを通しての若者伝道が注目されています。各国の宣教団

体の働きが豊かに祝されますように。

・印刷スタッフが事故や怪我、霊的攻撃から守られて働きを進め

ることができますように。

●全日本リバイバルミッション

来 年2011年5月末には、韓国のソウル市と春川(チュンチョン)

市において韓国リバイバルミッションを行い、また秋には九州地

区において行う計画をしています。主のみこころのままに計画と

準備ができるようにお祈りください。

●総動員伝道

猛暑の夏、福島県いわき市の5千世帯にトラクト配布伝道を行っ

た。蒔かれた種が芽をだすように。

昨年は東海道53次を歩いたが、今年は中山道を主と共に歩いてい

る。Walk with Jesus. 地方教会での交わりは双方に多くの祝福

と励ましをもたらしている。

●P B A・太平洋放送協会

「羽鳥明『世の光』メッセージセレクション」発売、湊晶子氏講演

会、そして全国放送伝道会議と、来年の創立60周年に向けて、さ

まざまな活動にいそしんで参りました。PBAは日本の教会と共に

これからも宣教に励んで参ります。

●日本国際飢餓対策機構

「アフリカでは慢性的な食糧不足に加え旱魃により今年一千万人

規模の餓死者が出ると予想されています。飢餓に苦しむ人々の

上、またハンガー・ゼロ運動が用いられますように。」

●日本聖書協会

12月9日木曜日午後3時より、飯田橋駅前にある日本基督教団富

士見町教会にて、（財）日本聖書協会主催聖書協会クリスマス礼拝

が行われます。ご参加いただいた方全員に、豪華な聖書カレン

ダーを用意しています。事前登録制ですが、無料です。

問い合せ先：聖書協会総務部 TEL03-3567-1990

●ハーベスト・タイム・ミニストリーズ

・2011年3月に第二回再臨待望聖会を開催する予定です。主の守

りがあるように。

・2011年4月に札幌で聖書塾を開講します。信徒リーダーの育成

のためにお祈りください。

●B.F.P.Japan

2011年1月～ 3月に行われる3回の聖地ツアーに参加者が多く与

えられ、聖書の地イスラエルを訪れる参加者が豊かに祝されるよ

うに。イスラエルの平和と日本の救いのために。
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皆様の参加を期待しています。
　猛暑の夏が過ぎ去り、紅葉の美しい季節を迎えました。

　皆様の所属する団体では、秋の伝道会、クリスマスに向けての準備に忙しくしておられると存じます。

　伝道団体連絡協議会では、去る2010年10月15日、中島真樹氏をお迎えして「高齢化社会における諸

問題」をテーマにセミナーを開催させていただき、高齢化し続けている現代社会の問題点を明確に知っ

ていただくことができました。

　高齢化問題だけでなく、政治・経済も不安定な中、2011年はどんな年になるのかと、世の中には不

安感が蔓延していますが、こんな時代だからこそ、真の神さまを信じている私たちが、世の光として輝

いていかなければならないと、その責任を痛感しております。

　伝道団体連絡協議会は、そんな役割を担っている教会・団体をサポートさせていただくために、お

互いの現状を把握し、今後の宣教の拡大を願い、その働きを推進するための話し合いの場である「情

報交換会」を開催いたします。

　地方から出席されるのは大変なことと思いますが、日本の宣教のために、成功例や失敗例、問題点

など、様々な情報を伺いたいと願っておりますので、是非ご出席ください。やむを得ず欠席される団

体は、チラシなど、情報を知ることのできるものを50部送ってください。また、新年度の年会費（1万

円）を徴収させていただきますので、持参ください。

　2011年のキリスト教界が活気あふれたものとなるために、伝道団体連絡協議会が、良き情報交換の

場となることを願ってやみません。

　参加の申し込みを、お待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　（総務：岡本　信弘）

　2010年10月5日（金）午後1時30分より8時30分まで、国立オリンピック記念青少年総合センターに

て、伝団協セミナーが行われました。

　今年は練馬キングスガーデン施設長の中島真樹氏を講師としてお迎えし、「高齢化社会における諸問

題」をテーマに、開会礼拝に始まり、2回のセッション、グループ別のディスカッション、夜の公開セ

ミナーという流れで進んでいきました。

　中島氏は、キングスガーデンの使命や理念、方針、また働きを通しての様々な実例を挙げて語られ

ました。多くのドラマがあり、神様からの奇跡と思えるような経験もされたようです。それらを通し

て、高齢化しているこの日本において、諸問題や課題をより深く知る機会となりました。グループ別の

ディスカッションでは、参加者相互が高齢化社会での直面している問題や、教会や個人で実際に取り

組んでいる具体例なども出し合い、たいへん有意義な時となりました。

　今後も高齢化が進んでいく日本の社会にあって、各伝道団体がその使命と役割を見つめ、取り組

み、果たしていくことは大切だと思います。命を捨てるほどの愛をもって、まず私たちのために仕えて

くださったイエス・キリスト、その愛に応える奉仕を進めていきたいものです。

日時：2011年1月14日（金）　午後3時から5時まで
会場：OCC 415号室
内容：礼拝、情報交換、交わり

伝道団体連絡協議会 セミナー 報告
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伝団協  加盟団体の紹介！

〒441-1307 愛知県新城市富沢407-1
TEL.0536-23-6712   FAX.0536-23-6220

〒350-0303　埼玉県比企郡鳩山町熊井170番地　
Tel.049-296-0727　Fax.049-296-6515

新生宣教団
http://www.nlljapan.com

http://www.j-revival.com/
(実行委員:滝元明・有賀喜一・平岡修治・滝元順)

　　 70年日本のリバイバルを求め、滝元明師・田中政男師によって、日本リバイバルクルセードを創立。

各地方都市において伝道集会及びリバイバル聖会を開催して来た。1993年11月、阪神甲子園球場にて
「全日本リバイバル甲子園ミッション」を開催し、３日間で延べ124,000人を集めた。それを機に1994
年１月に名称を「全日本リバイバルミッション」と改め、新しい組織のもとで出発した。全日本をキリスト
へと導くためにと、全国各地でリバイバル運動を展開。特別1998年には東京の日本武道館において10
日間の「東京リバイバルミッション」。2000年には東京にて「スーパーミッション2000」を40日間、ま
た2002年には大阪でも40日間という長丁場の伝道会を開催した。また近年ではハワイや韓国などで開
催するなど海外及び日本各地において、福音を語り続けてきた。1996年にはリバイバル聖書神学校を創
設。一貫して福音的聖書信仰に立った超教派の神学校として、毎年多くの学生を神の国の働き人として送
り出している。卒業生の中には海外への宣教師、国内における牧師、または献身的信徒として仕えてい
る。今年2010年は9月に岩手県盛岡市と宮城県名取市において「東北リバイバルミッション」を行い、
来年2011年は5月末に韓国のソウル市と春川(チュンチョン)市において韓国リバイバルミッション。秋
には九州で行う計画をしている。　

 

御言葉があれば、希望がともる

　聖書を今すぐ必要とし、傷つき、悩み、途方にくれている人たちが、世界中にたくさん
います。私たち新生宣教団は、多くの皆さまの献金により、聖書や福音文書を世界に送
り届ける活動、WBS（ワールド・バイブル・スポンサーシップ）を続けています。
　新生宣教団は1954年創立以来、文書を通して世界中の人々に福音をお届けしていま
す。現在は、8カ国のスタッフが主にあって一つにされ、宣教の業に励んでいます。しか
し、時代は急速に変化し、神の言葉である聖書の必要性を訴える声が世界各国から届い
ています。私たちは彼らの切なる要望に応えるべく、大型高速印刷機を導入し年間500万冊の聖書、
1500万冊の福音文書を印刷することに全力を尽くしています。私たちの目標は、日本が神の愛によって変
えられること、そしてこの働きを通して、全世界に神のことばを届けることです。

現在の活動

●「MANGA BIBLE」

　今や世界標準となった日本の文化「マンガ」。このメディアを使用し聖書を表現したシリーズが今年の冬に
完結します。日本人のクリスチャン漫画家による全ページフルカラーの聖書です。ページをめくるごとに、
聖書の有名な場面が美しい描写となって感動とともに飛び込んできます。新約聖書：2巻、旧約聖書：3巻
となります。第1巻の「マンガ メサイア」は21ヶ国語に翻訳され配布されています。現在、インドの10言
語やその他の翻訳を進めています。

●各国語聖書印刷

　アジア、アフリカ、東欧諸国、他の地域の兄弟姉妹のために聖書を制作
しています。
●感謝祭（工場見学）

　一年を通していつでも聖書印刷の様子を見学することができますが、毎年
11月3日、日頃お世話になっている支援者の方や地域の教会の皆様にお越
しいただいています。今年は近くの農家の方の野菜販売、デンパンのクリス
マスグッズ販売、オリジナルマンガカレンダー製作と盛りだくさんの内容で
有意義な一日を過ごすことができました。

メッセージに聞き入る参加者の皆様
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へと導くためにと、全国各地でリバイバル運動を展開。特別1998年には東京の日本武道館において10
日間の「東京リバイバルミッション」。2000年には東京にて「スーパーミッション2000」を40日間、ま
た2002年には大阪でも40日間という長丁場の伝道会を開催した。また近年ではハワイや韓国などで開
催するなど海外及び日本各地において、福音を語り続けてきた。1996年にはリバイバル聖書神学校を創
設。一貫して福音的聖書信仰に立った超教派の神学校として、毎年多くの学生を神の国の働き人として送
り出している。卒業生の中には海外への宣教師、国内における牧師、または献身的信徒として仕えてい
る。今年2010年は9月に岩手県盛岡市と宮城県名取市において「東北リバイバルミッション」を行い、
来年2011年は5月末に韓国のソウル市と春川(チュンチョン)市において韓国リバイバルミッション。秋
には九州で行う計画をしている。　

 

御言葉があれば、希望がともる

　聖書を今すぐ必要とし、傷つき、悩み、途方にくれている人たちが、世界中にたくさん
います。私たち新生宣教団は、多くの皆さまの献金により、聖書や福音文書を世界に送
り届ける活動、WBS（ワールド・バイブル・スポンサーシップ）を続けています。
　新生宣教団は1954年創立以来、文書を通して世界中の人々に福音をお届けしていま
す。現在は、8カ国のスタッフが主にあって一つにされ、宣教の業に励んでいます。しか
し、時代は急速に変化し、神の言葉である聖書の必要性を訴える声が世界各国から届い
ています。私たちは彼らの切なる要望に応えるべく、大型高速印刷機を導入し年間500万冊の聖書、
1500万冊の福音文書を印刷することに全力を尽くしています。私たちの目標は、日本が神の愛によって変
えられること、そしてこの働きを通して、全世界に神のことばを届けることです。

現在の活動

●「MANGA BIBLE」

　今や世界標準となった日本の文化「マンガ」。このメディアを使用し聖書を表現したシリーズが今年の冬に
完結します。日本人のクリスチャン漫画家による全ページフルカラーの聖書です。ページをめくるごとに、
聖書の有名な場面が美しい描写となって感動とともに飛び込んできます。新約聖書：2巻、旧約聖書：3巻
となります。第1巻の「マンガ メサイア」は21ヶ国語に翻訳され配布されています。現在、インドの10言
語やその他の翻訳を進めています。

●各国語聖書印刷

　アジア、アフリカ、東欧諸国、他の地域の兄弟姉妹のために聖書を制作
しています。
●感謝祭（工場見学）

　一年を通していつでも聖書印刷の様子を見学することができますが、毎年
11月3日、日頃お世話になっている支援者の方や地域の教会の皆様にお越
しいただいています。今年は近くの農家の方の野菜販売、デンパンのクリス
マスグッズ販売、オリジナルマンガカレンダー製作と盛りだくさんの内容で
有意義な一日を過ごすことができました。

メッセージに聞き入る参加者の皆様



　いのちのことば社は、今年の10月14日で創立60周年を迎えました。新しい本

部ビルのある中野区は、設立者のケネス・マクビーティ師が宣教をスタートした地で

す。神さまは本部ビルを求めていた時に、創業の原点に立ち返り、再出発するよう

にと、43年間拠点としていた新宿区の信濃町から中野に導いてくださいました。

　10月から11月にかけて、60周年を記念し、「OPEN CHAPEL」として5つのイ

ベントを行いました。10/22 東後勝明講演会「ありのままを生きる」、11/2  LYRE

ファンコンサート、11/6 「点字とあなた」（講演：影山範文・賛美：大和田広美）、

11/20 「本田路津子フォーク＆ゴスペルコンサート」、11/23 「永遠のふるさと～唱

れか開がトンベイ。すで会映上別特成完ＤＶＤ）理祐  森（」～へ歌美賛らか謡童・歌

る1ケ月前には、宣教の原点に返ることの一つとして、トラクト配布を行いました。

トラクト（東後勝明「ありのままを生きる」）と「OPEN CHAPEL」の案内を、本部ス

タッフと協力してくださる方 と々共に、中野区の8000軒に配りました。トラクト配

布の準備から配布まで、心を一つにして祈り行えたことはとても感謝でした。イベン

トには近隣の方々もお越しになり、「福音の種まき」の大切さを改めて思いました。

　本部ビルのチャペルは2階にあります（毎週火曜日の朝、ワードチャペルをここで

行っています。60年間、大切に守っています）。今回のイベントを通して、さらに

チャペルが福音宣教のために用いられればと願っています。

　創立当時、自転車とリヤカーを改造して販売車を作り、「福音車」と名づけて路傍

伝道に出向き、伝道文書を販売しました。

60周年に当たり、小型トラックをベース

にし、21世紀における福音車「福音車

21ゴスペルボックス」として移動式書店

地「」道伝書文「。たしましたいトータスを

ンャチスリク「」い伝手おの道伝の会教域

生活の励まし」を願って、日本全国を巡回

します。　　

　いのちのことば社は、失われた魂を求

めて、涙とともに種をまき、みことばに

信頼し、主と教会とともに、福音を宣べ

伝えていきます。今後とも、お祈り、ご

支援をよろしくお願い致します。
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●アジアン・アクセス　J C G Iネットワーク

JCGIネットワークは、牧師研修・教会増殖ネットワークに関する

「オールJCGI全国研修会」を、11月29日から12月1日まで開催し

ます。本年の活動の感謝・卒業式と来年への備えのための全国規

模の集会です。この集会とJCGIネットワークの働きのためにお

祈りください。

●いのちのことば社

東京・中野でトラクト8千枚を配布しました。地域教会につなが

る人々が起こされますように。12月クリスマスの恒例となった

軽井沢町でのトラクト1万部を配布します。（12月４～5日/17日

～ 19日/22日～ 24日）軽井沢町の人々の救いのためにお祈り下さ

い。

●お茶の水クリスチャンセンター

定期集会（フライデーナイト・賛美と聖書の集い・Sing for 

joy!）の開催が守られ、主に用いられますように。

●クリスチャン文書伝道団（CLC）

CLCは来年創立60周年を迎えます。職員一同もう一度「文書伝道

の原点」を見つめ直して、新たな出発をしたいと願っています。

お祈りをよろしくお願いいたします。

●国際ナビゲーター

年度末を迎え、本部事務局の仕事が集中してきています。団体と

しての税務・会計を適切に、日々主イエスにとどまりながら業務

にあたっていけますようお祈りいただければ幸いです。

●新生宣教団

・アフリカの子どもたちが福音に触れて希望に満ちた歩みをする

ことができますように。

・アジア地域の兄弟姉妹が全ての災いから守られて自分の聖書で

礼拝を捧げることができますように。

・マンガを通しての若者伝道が注目されています。各国の宣教団

体の働きが豊かに祝されますように。

・印刷スタッフが事故や怪我、霊的攻撃から守られて働きを進め

ることができますように。

●全日本リバイバルミッション

来 年2011年5月末には、韓国のソウル市と春川(チュンチョン)

市において韓国リバイバルミッションを行い、また秋には九州地

区において行う計画をしています。主のみこころのままに計画と

準備ができるようにお祈りください。

●総動員伝道

猛暑の夏、福島県いわき市の5千世帯にトラクト配布伝道を行っ

た。蒔かれた種が芽をだすように。

昨年は東海道53次を歩いたが、今年は中山道を主と共に歩いてい

る。Walk with Jesus. 地方教会での交わりは双方に多くの祝福

と励ましをもたらしている。

●P B A・太平洋放送協会

「羽鳥明『世の光』メッセージセレクション」発売、湊晶子氏講演

会、そして全国放送伝道会議と、来年の創立60周年に向けて、さ

まざまな活動にいそしんで参りました。PBAは日本の教会と共に

これからも宣教に励んで参ります。

●日本国際飢餓対策機構

「アフリカでは慢性的な食糧不足に加え旱魃により今年一千万人

規模の餓死者が出ると予想されています。飢餓に苦しむ人々の

上、またハンガー・ゼロ運動が用いられますように。」

●日本聖書協会

12月9日木曜日午後3時より、飯田橋駅前にある日本基督教団富

士見町教会にて、（財）日本聖書協会主催聖書協会クリスマス礼拝

が行われます。ご参加いただいた方全員に、豪華な聖書カレン

ダーを用意しています。事前登録制ですが、無料です。

問い合せ先：聖書協会総務部 TEL03-3567-1990

●ハーベスト・タイム・ミニストリーズ

・2011年3月に第二回再臨待望聖会を開催する予定です。主の守

りがあるように。

・2011年4月に札幌で聖書塾を開講します。信徒リーダーの育成

のためにお祈りください。

●B.F.P.Japan

2011年1月～ 3月に行われる3回の聖地ツアーに参加者が多く与

えられ、聖書の地イスラエルを訪れる参加者が豊かに祝されるよ

うに。イスラエルの平和と日本の救いのために。

いのちのことば社
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